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ご注意

保証書

HP 製品およびサービスに対する保証は、 それらの製品およびサービスに付属している保証規定に

明記された条項に限られます。本書に記載された内容は、追加の保証を規定するものではあり ませ
ん。 HP は、本書の技術的および編集上の誤りや不備について、その責任を負わないものと します。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

本書で取り扱っているコンピュータ  ソフ ト ウェアは秘密情報であ り、 その保有、 使用、 または複

製には、 HP から使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コ

ンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェア ドキュ メ ンテーシ ョ ン、 および商業用製

品の技術データは、 ベンダ標準の商業用ライセンスのも とで、 米国政府にライセンスが付与され
ます。

著作権

© Copyright 1983-2006 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Windows® および Windows NT® は米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Adobe® および Acrobat® は Adobe Systems Incorporated の商標です。

Motif® は、 米国およびその他の国々における  Open Software Foundation の登録商標です。

その他の製品名は各社の商標またはサービス  マークです。
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サポートについて

次の HP OpenView のサポート専用 Web サイ ト を参照するこ とができます。

http://www.hp.com/managementsoftware/support 

HP OpenView オンライン サポートでは、 対話型テクニカル サポート  ツールをすぐにご利用いた

だけます。 このサポート  サイ トでは、 次の機能が用意されています。

• 技術情報の検索

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求の送信と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート連絡先の検索

• 利用可能なサービスの参照

• ユーザー同士のディ スカッシ ョ ン

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

ほとんどのサポート  エ リ アでは、 アクセスするために HP Passport ユーザーと して登録、 サイン

インする必要があ り ます。 また、 多くのサポート  エ リ アでサポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は以下を参照して ください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level 

HP Passport ID の登録は以下で行う こ とができます。

http://www.managementsoftware.hp.com/passport-registration.html 
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1 GlancePlus Pak のコンポーネン ト
はじめに 

GlancePlus Pak には次の製品がパッケージされています。

• GlancePlus

• OV Performance Agent

これらの製品に共通する ノード  レベル管理機能によ り、システムのパフォーマン

ス とアベイラビ リ テ ィが通知されます。 この後の項では、 これらの製品を使用し
て GlancePlus Pak をインス トールしたシステムを管理する具体的な方法を説明し

ます。
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GlancePlus 

GlancePlus は、 システムのパフォーマンスに関する情報を即座に提供する、 高性

能な リ アルタイム システム  パフォーマンス監視診断ツールです。この機能によ り

システム  アクティビティを簡単に検証し、パフォーマンス  ボ トルネッ クを特定お

よび解決し、 システムが効率よ く動作するよ うに調整できます。 GlancePlus を使

用する と、ユーザーの生産性が向上し、 ビジネス  アプ リ ケーシ ョ ンをよ り円滑に

動作させるこ とができます。

図 1 GlancePlus Motif モード  インターフェイス

GlancePlus にアクセスするには、 次の 2 つの方法があ り ます。 Motif® ベースのグ

ラフ ィカル インターフェイスである  gpm と、 キャラ ク タ  モード  インターフェイ

スである  glance です。 どちらのモードを使っても、 同じパフォーマンス  データ

が得られます。

Motif® ベースの GlancePlus インターフェイスである  gpm を使用する と、 システ

ム  アクティビティを一目で確認できるグラフが表示されます。このインターフェ

イスでは次の処理を行う こ とができます。

• システム  パフォーマンスをわかりやすいグラフ形式で表示します。

複数のウ ィンド ウを使って、 問題を細分化して表示するこ と もできます。
8 第 1 章



• アラームとダイナミ ッ ク  システム パフォーマンスのグラフがアイコン内に

表示されるので、別のタスクを処理しながら効率よ くシステム  パフォーマン

スを監視できます。

• 自分のニーズや作業の方法に合わせて製品を設定します。

• HP 9000 システム上の HP Process Resource Management ソフ ト ウェアでセッ ト

アップしたアロケーシ ョ ン  グループの リ ソースの状況をグラフによ り表示

します。

• 本製品の使用方法をすばやく習得できます。 製品の使用やパフォーマンス

データの分析を開始するにあたって、 膨大なマニュアルを読む必要があ り ま
せん。このオンライン ヘルプは、 ハイパーリ ンク と状況依存機能を備えてい

ます。 ウ ィ ンド ウまたはアイテムの上をク リ ッ クするこ とで、 使用している
製品の領域に関する情報が表示されます。

GlancePlus キャラ ク タ  モード  インターフェイスの glance は、 GlancePlus データ

を  ASCII テキス ト と して表示するため、 システムの負担が少ない上、 シ リ アル回

線を介して高速送信できます。 このインターフェイスでは次の処理を行う こ とが
できます。

• システムを リモートで監視した り、 X 端末を使用できないと きにシステムを

監視します。

• メモ リ  リ ソースが不足してもシステムを監視できます。

• シ リ アル データ通信でパフォーマンスを監視します。

• リ アルタイム パフォーマンス  メ ト リ ッ ク  アラームによ り、 潜在的な問題を

検出して警告を表示します。
GlancePlus Pak のコンポーネン ト 9



OV Performance Agent

HP OpenView Performance Agent は、システムのリ ソース とパフォーマンス  データ

をログ ファ イルに収集します。 また、 タイム スタンプを作成し、要約したデータ

を使用してアラーム状態を検出します。 OpenView Performance Agent から入手し

たデータおよびアラーム情報は、 別の製品 (HP OpenView Performance Manager for
UNIX、 HP OpenView Operations for UNIX など ) でも簡単に使用でき、 分析や問題

の検出に役立てるこ とができます。

OpenView Performance Agent を使用する と、 システムの活動状況の傾向を把握し、

作業負荷を調整するための情報を収集し、 将来的なシステムのアップグレードの
計画を的確に立てるこ とができます。さ らに OpenView Performance Agent によ り、

使用し ている システムを  OpenView Operations または OpenView Performance
Manager ベースのフレームワークに統合して、分散環境を中央から管理できます。

OpenView Performance Agent は、 ト ランザクシ ョ ンがシステム内で実行される終

端間応答時間の測定によ りデータを収集します。 データ  ソース統合 (DSI) 技術に

よ り、 システム外のソースからデータを収集する よ う に OpenView Performance
Agent を設定できます。 OpenView Performance Agent データを別の製品に統合し

て、 分析、 問題検出、 およびアラーム用に使用するこ と もできます。

OpenView Performance Agent の特長を次に示します。

• 環境の作業負荷の特定と リ ソースの使用状況の分析によ り、 システム作業負
荷を効率よ く調整します。

• 過去のデータの傾向分析から、 ボ トルネッ クを分離および特定します。

• ト ランザクシ ョ ン応答時間に基づいてサービス  レベルの管理を実行し、 
エラー状態に応答します。
10 第 1 章



2 ライセンス
はじめに

この章では GlancePlus Pak のライセンス条件についての概要を示します。

ラ イセンス条件についての詳細は、 ライセンスに関する約定および条件を参照し
て ください。

GlancePlus Pak ライセンス内容

GlancePlus Pak は、 1 つのシステムにのみインス トールおよび使用されるよ うに

ライセンスされています。
 11
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3 インストール要件
はじめに

GlancePlus Pak をインス トールする前に、 システムが次の要件を満たしている こ

とを確認して ください。

• ハードウェア

• ソフ ト ウェア
 13



ハードウェア

システム要件

• HP 9000 サーバー、 HP Integrity サーバー、 HP ワークステーシ ョ ン

• 32 MB RAM、 64 MB 仮想メモ リ

ディスプレイ要件

GlancePlus Motif インターフェイスの gpm またはキャラ ク タ  モード  インターフェ

イスの glance を使用する場合は、 次の要件に従ってください。

• gpm: HP X 端末または X ワークステーシ ョ ン ディ スプレイ

• glance: curses ラ イブラ リがサポートする端末

ディスク  スペース要件

• GlancePlus および OpenView Performance Agent を初めてインス トールする場

合は、 /opt/perf/ および /opt/ov/ ディ レク ト リに 100 MB の空き容量を確保して

ください。

• OpenView Performance Agent は、 /var/opt/perf/ および /var/opt/ov/ ディ レク ト リ

に 125 MB の空き容量が必要です。
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ソフ トウェア

• HP-UX 11i v3 (11.31)
X-Windows ライブラ リ  X11R6 および Motif ラ イブラ リ  2.1 を使用

• システム  パッチの要件を次に示します。

/opt/perf/ReleaseNotes の製品リ リース  ノート を参照して ください。
インストール要件 15
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4 GlancePlus Pak のインストール
はじめに

GlancePlus Pak のインス トールでは、 次の ト ピッ クを取り上げます。

• インス トールの方法

• インス トールの結果

• GlancePlus Pak の削除

• 前のバージ ョ ンの GlancePlus Pak でインス トールされた ITO-SE の削除
 17



インストールの方法

次の手順を実行して、 GlancePlus Pak ソース  メディアから  GlancePlus Pak をイン
ス トールします。インス トールには約 30 分かかり ます。工場出荷時のシステムに
ソフ ト ウェアがあらかじめインス トールされている場合は、 以下の手順を省略し
て第 5 章、 「GlancePlus Pak コンポーネン トの実行」 に進んでください。

1 root と してシステムにログオンします。

2 GlancePlus Pak、 GlancePlus、 または OV Performance Agent がインス トール済
みの場合は、 次の手順に従います。

a 次のよ うに perfstat を実行して、 使用中のパフォーマンス  ツールを確
認します。

/opt/perf/bin/perfstat

b 別のユーザーが glance または gpm を実行中の場合は、 実行している
ユーザーにこれらのプログラムを終了するよ うに指示します。

c OV Performance Agent ( 実行時 )、 すべての ARM 装備のアプリ ケーシ ョ
ン、 およびすべてのパフォーマンス  ツール デーモンは、 次のよ うに入
力して終了します。

/opt/perf/bin/mwa stop
/opt/perf/bin/midaemon -T
/opt/perf/bin/ttd -k

ttd を終了する前に、 すべての ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンも同様に
終了してください。 終了できていない場合、 ト ランザクシ ョ ン  データの
収集を予測できな くな り ます。

d 再度 perfstat を実行して、 すべてのパフォーマンス  ツールが終了して
いるこ とを確認します。

GlancePlus Pak を新し く インス トールする場合は、 次の手順に従います。

e /opt/ ディ レク ト リに 100 MB 以上の空き容量があるこ とを確認しま
す。 容量が足りないと きは、 容量を確保できる別の場所に <path>/perf 
ディ レク ト リ を新たに作成します。 作成したディ レク ト リ と  /opt/
perf、 /opt/ov/ との間にシンボ リ ッ ク  リ ンクを作成します。

3 こ こで示すよ うに、 swinstall を実行します。 ソースの参照先をインス
トール メディアに変更し、 GlancePlus Pak Software バンドルを選択します。

swinstall -s  <hostname>:<depot_path> <product_bundle_ID> 
18 第 4 章



インストールの結果

swinstall の分析フェーズによ り確認される内容を次に示します。

• オペレーティング システムのバージ ョ ン

• ディ スクの空き容量

• RAM およびスワ ップ スペース

• カーネル パラ メータ

結果は、ログファ イル /var/adm/sw/swagent.log で参照できます。perfstat
を実行して、 GlancePlus Pak のコンポーネン トの一部または全体を確認できます。

インストールに成功した場合

GlancePlus Pak のインス トールでは、 /etc/profile で使用されるファ イルが自

動的に更新されるため、 ユーザーは自分のシェル環境変数を手動で更新しなくて
も、 インス トールした製品およびその man ページにアクセスできます。 /etc/
profile の変更を反映するには、も う一度ログインする必要があ り ます。ほとん

どの実行ファイルは、/opt/perf/bin にあ り ます。man ページは、/opt/perf/
man/ にあ り ます。

インストールに失敗した場合

インス トールが正常に終了しなかった原因と して、 システム要件が満たされてい
ないこ とやパフォーマンス  ツール (OpenView Performance Agent など ) を実行して

いたこ とが考えられます ( こ う したアプ リ ケーシ ョ ンは終了させておきます )。
swinstall ログ ファ イル /var/adm/sw/swagent.log を確認して、 原因を究明

して ください。
GlancePlus Pak のインストール 19



GlancePlus Pak の削除

GlancePlus Pak を削除するには、 次の手順を実行します。

1 root と してログオンします。

2 perfstat を実行して、 アクティブなパフォーマンス  ツールを確認します。

次のよ うに入力します。

/opt/perf/bin/perfstat

別のユーザーが glance、 gpm または ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを実行中

の場合は、 実行しているユーザーにこれらのプログラムを終了するよ うに指
示します。

3 OV Performance Agent が実行中の場合は、 OV Performance Agent およびすべ

てのパフォーマンス  ツール デーモンを停止します。 次のよ うに入力します。

/opt/perf/bin/mwa stop
/opt/perf/bin/midaemon -T
/opt/perf/bin/ttd -k

ttd を終了したと きに ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンが実行中である と、 ト

ランザクシ ョ ン  データ収集の結果を予測できません。

4 再度 perfstat を実行して、 すべてのパフォーマンス  ツールが停止している

こ とを確認します。

5 GlancePlus Pak を削除します。 次のよ うに入力します。

swremove <file_ProductID>

システムが OV Operations for UNIX の管理ノードの場合は、 OV Operations 
Agent は削除されません。
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前のバージ ョ ンの GlancePlus Pak でインストール

された ITO-SE の削除

前のバージョ ン  (C.03.55 が ITO-SE を含む最終バージョ ンです ) の GlancePlus Pak で
存在する  ITO-SE が残っている場合、 GlancePlus Pak から  ITO-SE を削除できます。

前のバージ ョ ンの GlancePlus Pak から インス トールされた ITO-SE を削除するに

は、 次の手順に従います。

1 root と してログオンします。

2 perfstat を実行して、 ノードが管理されているかを確認します。 次のよ う

に入力します。

/opt/perf/bin/perfstat -v

• システムが OV Operations for UNIX の管理ノードの場合は、 OV 
Operations (ITO) Agent は削除されません。

• OpenView Database Pak 2000 がシステムで動作中の場合、 スク リプ トは、

ITO-SE または MeasureWare Integration Templates を削除できません。

GlancePlus Pak を  11.0 システムで更新し、 Database Pak がシステム内に存

在していた場合、 Database Pak は ITO-SE に依存します。 ITO-SE 関連の

コンポーネン ト を削除した場合、 Database Pak Smart PlugIn レポート機能

が削除されます。

3 ITO-SE および MeasureWare Agent Integration Templates を削除します。

次のよ うに入力します。

/opt/perf/bin/itose.remove

GlancePlus Pak の 2002 年 6 月以降のリ リース版に更新した場合、 GlancePlus Pak
2000 で提供されていた ITO-SE と  MeasureWare Integration Templates はサポート さ

れません。 これら  2 つのコンポーネン ト がシステムに存在していた状態で 2002
年 6 月リ リース版に更新した場合、 これらはシステム内に残り ます。削除方法に

ついては、 第 4 章の 「前のバージ ョ ンの GlancePlus Pak でインス トールされた

ITO-SE の削除」 を参照して ください。
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5 GlancePlus Pak コンポーネントの実行
はじめに

GlancePlus Pak のインス トール後は、OV Performance Agent のデータ収集やアラー

ムの有効化を手動で開始できます。

こ こでは次の項目について取り上げます。

• OV Performance Agent の起動

• GlancePlus の起動
 23



OV Performance Agent の起動

インス トールの終了後は、OV Performance Agent を起動できます。OV Performance
Agent の ovpa と  mwa スク リプ トによ り、 すべてまたは一部のプロセスを開始し

たり、 現在実行中のプロセスを終了または再起動した りするこ とができます。

OV Performance Agent を初めてインス トールする場合、 デフォル トのデータ通信

モードは HTTP です。 OV Performance Agent をアップグレードする場合は、 それ

まで使用されていた DCE データ通信モードがデフォルトで有効になり ます。

有効にするデータ通信プロ ト コルに応じて、 ovpa、 mwa のいずれかのスク リプ ト

を使用し、 OVPA を起動または終了してください。

各プロ ト コルで開始できるサービスを次の表に示します。

表 1 各プロ ト コルで開始される OVPA のサービス 

通常は、ovpa スク リプ トによ り  OVPA を起動し、OVPA を有効にして HTTP デー

タ通信プロ ト コルを使用するこ とをお勧めします。DCE データ通信プロ ト コルを

使用する場合は、 後方互換性のため、 mwa スク リプ ト を使用して ください。

HTTP プロ ト コルで開始される

サービス

DCE プロ ト コルで開始される

サービス

scopeux scopeux

coda coda

perfalarm perfalarm

midaemon midaemon

ttd ttd

ovc (BBC 5) ovc (BBC 5)

ovbbccb (BBC 5) ovbbccb (BBC 5)

perflbd

rep_server

alarmgen (perfalarm がない場合 )
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OV Performance Agent を起動する前に、 次のコマンドを入力して、 実行中のプロ

セスがないかを確認します。

 /opt/perf/bin/perfstat

ovpa スクリプ トの使用

ovpa によ り、 OV Performance Agent とそのプロセスを起動します。

1 root と してログインします。

2 次のよ うに入力します。 /opt/perf/bin/ovpa start 

ovpa start スク リプ トによ り、 OV Performance Agent と、 scopeux  ( デー

タ  コレク タ )、 midaemon  ( 測定インターフェイス  デーモン )、 ttd  ( ト ラ

ンザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 coda、 ovc、 ovbbccb、 アラーム 
ジェネレータなどのすべてのプロセスが起動します。 スク リプ ト を実行する
と、 起動されたプロセスのステータスが画面に表示されます。

ovpa スク リプ ト とオプシ ョ ンによ り、実行中の OV Performance Agent のプロセス

を終了した り再起動した りするこ とができます。

• ovpa stop によ り、 ttd ( ト ランザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 ovc、
ovbbccb を除く、 OV Performance Agent のすべてのプロセスが終了します。

ttd は常に実行中になり ます。 OpenView Operations エージェン トがシステム

で実行中の場合は、ovpa stop を入力しても  coda デーモンは終了しません。

• ovpa restart server を入力する と、 coda がいったん終了してから再起動

するため、 アラーム、 OV Performance Manager などのク ラ イアン トのアクセ

スが一時的に無効にな り ます。 また、 datasources ファ イルが再度読み込

まれます。 さ らに、 perfalarm プロセスもいったん終了してから再起動し、

alarmdef ファ イルが再度読み込まれます。

• ovpa restart を入力する と、 scopeux とサーバーのプロセスが一時的に終

了してから再起動します。 また、 parm ファ イルが読み込まれ、 ト ランザク

シ ョ ン デーモン ttd に設定ファイル ttd.conf を再度読み込ませます。

DCE 通信では、 perflbd、 rep_server、 alarmgen プロセスが使用されます。

ttd を終了する必要がある場合は、実行中の ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを終

了してから、 ttd と  OV Performance Agent のプロセスを再起動してください。
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• ovpa restart alarm を入力する と、 ファ イルが変更された場合に、 OVPA
のすべてのプロセスを再起動しな くても新しいアラームの定義が有効になる
よ うに、 アラーム ジェネレータのプロセスによ り  alarmdef  ファ イルが再
度読み込まれます。 この動作によって他のプロセスが中断されるこ とはあ り
ません。

mwa スクリプ トの使用

mwa によ り、 OV Performance Agent とそのプロセスを起動します。

1 root と してログインします。

2 次のよ うに入力して、 OV Performance Agent とそのプロセスを起動します。

/opt/perf/bin/mwa start 

mwa start スク リプ トによ り、 OV Performance Agent と、 scopeux ( データ  
コレク タ )、 midaemon ( 測定インターフェイス  デーモン )、 ttd ( ト ランザク
シ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 coda、 ovc、 ovbbccb、 perflbd、
rep_server、 アラーム ジェネレータなどのすべてのプロセスが起動しま
す。 スク リプ ト を実行する と、 実行中の一部のプロセス と使用中のファイル
の名前が表示されます。

mwa スク リプ ト とオプシ ョ ンによ り、 実行中の OV Performance Agent のプロセス
を終了した り再起動した りするこ とができます。

• mwa stop によ り、 ttd ( ト ランザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 ovc、
ovbbccb を除く、 OV Performance Agent のすべてのプロセスが終了します。
ttd は常に実行中になり ます。他の製品で coda デーモンが使用されている場
合は、 mwa stop を入力しても  coda は終了しません。

• mwa restart オプシ ョ ンによ り、OV Performance Agent を再初期化できます。
設定ファイルの変更は、 プロセスを再起動した場合のみ有効になり ます。

• mwa restart server によ り、 coda デーモンとレポジ ト リ  サーバーが再起
動するため、 アラーム、 OV Performance Manager などのク ラ イアン ト のアク
セスが一時的に無効にな り ます。 また、 perflbd.rc ファ イルが再度読み込
まれます。 さ らに、 アラーム ジェネレータのプロセスもいったん終了してか
ら再起動し、 alarmdef ファ イルが再度読み込まれます。 HTTP ベースのア
ラーム ジェネレータ  perfalarm がデフォルトで有効にな り ます1。

1. DCE ベースのアラーム ジェネレータ  alarmgen を有効にするには、 OV Performance 
Agent を終了し、 perfalarm 実行ファイルの名前を  perfalarm.old に変更して
から、 mwa スク リプ トによ り  OV Performance Agent を再起動してください。
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• mwa restart によ り、 サーバーのプロセス と、 coda、 scopeux、 ト ランザ

クシ ョ ン  デーモン ttd などのすべてのデーモンが再起動されます。 また、

parm ファ イルと ト ランザクシ ョ ン設定ファ イル ttd.conf が再度読み込ま

れます。

• mwa restart alarm を入力する と、 アラーム ジェネレータのプロセスが再

起動し、 alarmdef ファ イルが再度読み込まれます。 この動作によって他の

プロセスが中断されるこ とはあ り ません。

詳細は 『HP OpenView Performance Agent HP-UX 版インス トール、設定ガイ ド』 を

参照して ください。

parm フ ァ イルをシステムに合わせてカス タマイズする方法については、 『HP
OpenView Performance Agent for UNIX ユーザー マニュアル』 の 第 2 章 「データ収

集の管理」 を参照して ください。 アラーム定義をカスタマイズする方法は、 『HP
OpenView Performance Agent for UNIX ユーザー マニュアル』 の 第 7 章 「パフォー

マンス  アラーム」 を参照して ください。

ttd を終了する場合は、実行中の ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを終了してから、

ttd と  OV Performance Agent のプロセスを再起動してください。
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GlancePlus の起動

GlancePlus の Motif インターフェ イ スを起動する前に、 ワーク ステーシ ョ ンの

DISPLAY 変数を設定してください。 これは、 システム構成によ り異な り、次のよ

うにな り ます。

<workstation_ID> は、 ワークステーシ ョ ンの識別子を表します。 また、 xhost を
設定して、表示アクセスを可能にする必要があ り ます。詳細は、 xhost の man ペー

ジを参照して ください。

コマンド ラ インから  GlancePlus を起動する場合 :

1 GlancePlus がインス トールされているシステムにログオンします。

2 次のよ うに入力します。

• Motif インターフェイスで実行する場合 : gpm

• キャラ ク タ  モード  インターフェイスで実行する場合 : glance

Korn シェル : export DISPLAY=<workstation_ID>:0.0
C シェル : setenv DISPLAY <workstation_ID>:0.0
Bourne シェル : DISPLAY=<workstation_ID>:0.0
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6 ドキュ メン ト
はじめに

印刷されたマニュアルの他に、 GlancePlus Pak には次のドキュ メン トがあ り ます。

• 印刷可能なファイル

• リ リース  ノート

• Web によるマニュアルの提供
 29



印刷可能なファイル

印刷可能なファイルには、Adobe Acrobat (*.pdf)、および ASCII テキス ト  ファ イ

ルがあ り ます。 印刷可能なファ イルは、 次のディ レク ト リのサブディ レク ト リに
インス トールされます。

/opt/perf/paperdocs/gpak/C/ –  GlancePlus Pak 用 

/opt/perf/paperdocs/ovpa/C/ –  OpenView Performance Agent 用 

/opt/perf/paperdocs/gp/C/ –  GlancePlus 用
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リ リース ノート

HP OpenView GlancePlus Pak HP-UX 版の リ リース  ノー ト は次のディ レ ク ト リ に

あ り ます。

/opt/perf/ReleaseNotes/
ドキュ メン トに関する詳細は、 HP OpenView GlancePlus Pak HP-UX 版のリ リース

ノート 、 『HP OpenView Performance Agent HP-UX 版インス トール、 設定ガイ ド』、

『GlancePlus インス トール ガイ ド』 を参照して ください。
ドキュ メン ト 31



Web によるマニュアルの提供

Adobe Acrobat フ ォーマ ッ ト  (*.pdf) のマニ ュ アル類は、 次の HP OpenView
Manual Web サイ トからダウンロードできます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/

製品リ ス ト  ボッ ク スから 「GlancePlus Pak」 を選択し、 さ らにバージ ョ ン、 OS、
マニュアルのタイ トルの順に選択してください。 [Open] をク リ ッ クする と ドキュ

メ ン ト をオンラ インで閲覧できます。 また、 [Download] をク リ ッ ク して、 コン

ピュータにファイルをダウンロードするこ と もできます。
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